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テーマ　「被災体験を活かしたまちづくり」
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　　　　　　　　    教授  室  益 輝  氏
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レジュメ

被災体験を活かしたまちづくり

まちづくりとは？
１） 「まち」は「街」でも「町」でもない 
２） 「つくり」は「手作り」のつくり、「つくり酒屋」のつくり
　　＊暮らしを語り、地域を誇ることのできる「わがまち」をつくろう

被災体験とは？
１） 記憶するものではなく、文化として承継すべきもの
２） 被災の克服をはかるための、財産であり原動力である
　　＊被災体験を、安全なまちづくりの中にいかすことが大切である

被災から何を学ぶのか？
１）地域社会の脆弱な体質を知る
２）脆弱な体質を生み出した原因を知る
　　＊いままでの都市計画その他のあり方を見直すことが大切である
　　＊都市の体質そのもの改善をはかる公衆衛生的な取り組みをはかる

復興から何を学ぶのか？
１）復興まちづくりから、新しいまちづくりの芽をみつける
２）復興を被災体験から検証して、さらなる課題を明らかにする
　　＊防災のためのまちづくりではなく、安心につながるまちづくりを
　　＊「まちづくり力」をもった担い手の形成をしっかりはかっていく

被災体験を生かしたまちづくりの課題 
１）自然環境との共生をはかる
２）地域分化の創造発展をはかる
３）社会の持続的な仕組みをつくる
４）共考と共創のまちづくりを進める
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　皆さん、こんにちは。ただいま御紹介い

ただきました室 でございます。（拍手）

　今日お話しさせていただくテーマは、今

も司会の方が言われましたように「被災体

験を活かした防災まちづくり」ということ

でございます。私の緑色のレジュメをお持

ちだと、１枚めくっていただきますと、そ

こに私が書いたタイトルがございます。被

災体験を活かしたまちづくり。どこか１カ

所違っております。それはどこかというと、

いただいたテーマは防災というのが入って

いたわけですけれども、私はあえて防災と

いう言葉をここでは使っていないわけであ

ります。

　なぜ使っていないのかというのも、きょ

うのお話をする一つの論点でございますの

で、まずは少しタイトルが違うぞというこ

とだけ気にとめていただければいいという

ふうに思います。

　今日お話しすることは、そういたしま

すと、この私のレジュメでいいますと、被

災体験を活かしたまちづくりということで

ございまして、話は３つに分けてございま

す。１番目はまちづくり。まちづくりとい

うのはどういうものかということを少しお

話をさせていただきます。それから２つ目

に、被災体験というのは一体何を意味する

のか、あるいはどういう内容なのかという、

被災体験についてお話をします。３つ目が、

その真ん中をつないでいる言葉ですけど、

活かした。体験を活かすというか、活かす

ということはどういうことかという、この

３つのことをきょうはお話をさせていただ

きたいというふうに思います。

　まず、まちづくりの話でございます。こ

れは多少釈迦に説法のところがございます

が、皆さんもよく御存じのことをあえてく

どくどと説明するような部分がございます

けれども、大学の先生というのは理屈っぽ

いというふうに思いながらお聞きいただけ

ればありがたいなと思っています。

　まず、まちづくり、この話も２つ分かれ

てます。まず、まち。まちがどうして平仮

名なんだろうというところなんですね。少

し米子市を通ってみますと、何か何とか街

づくりというので、漢字の中華街の「街」、

街路の「街」を使ったそういうものも目に

したわけでございますが、最近は、この街

路の「街」というのもあんまり使わなくな

りました。それからもう一つは、もっと前

はどういう言葉使ってたかというと、町内

会の「町」、長谷川町子の「町」ですね、「町」

を使って町づくりというふうに使っていた

んですけれども、この「町」も使われなく

なって、今は平仮名でございます。私のテー

マはきょうの主催者の方からお送りいただ

いたんですけれども、そのときには既に平

仮名の「まち」になっておりました。これ

はひとつ時代を先取りしたというか、新し

い時代では平仮名で書くのがひとつ我々の

世界では常識になってるんですね。それは

どうしてかということなんですけれども、

レジュメに書いてございますように、街路

の「街」でもないし、町内会の「町」でも

ない。街路の「街」と書くときというのは

どういうことをいうかというと、「街」と

いうのは道路という意味ですね。道路と道

路の横に建物が立ち並んでいるさまという

のが、この街路の「街」という語源でござ

います。要は、これはハードなまちづくり、

道路をつくったり、建物をつくったり、そ

れから大規模な公園をつくったり、運河を

つくったりダムをつくったり、そういう一

つのハードな事業によってまちをつくり上

げていくことを、街路の「街」というのを

使うんですね。

　町内会の「町」は何かというと、これは

まさに町内会であります。コミュニティー。

向こう三軒両隣、手を携えて一緒に仲よく

やっていきましょうというときに、この町
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づくりの「町」というのを使うんですね。

　ところが、まちづくりとよくよく考え

てみると、それは単に道路をつくったり公

園をつくるというのがまちづくりかという

と、どうもそうではない。一方でいうと、

じゃあ隣近所仲よくするのがまちづくりか

というと、そうでもない。それは一体とし

てそれが進んでいくというのか、両輪のご

とく、ハードとソフト、そういう家をつくっ

たり道路をつくるということと、その中の

まちが元気になる、さまざまな仕事がわい

てきて、みんな活力を持って生活ができる、

暮らし向きがよくなる。それから、子供た

ちが伸び伸びと元気に育っていくというよ

うなことを含めて、同時にそういうものが

お互いに両輪のごとく進んでいくというの

が、本来のまちづくり。となると、街路の

「街」を使うわけにはいかないし、町内会

の「町」を使うわけにもいかない。どちら

にも共通しているのは平仮名の「まち」と

いうことなので「まち」というのを使おう

というのが、このまちづくりの「まち」と

平仮名を使われる根底にあることでありま

す。

　ところで、阪神大震災で私どもが最も痛

感したことというのは、まさにこのことな

んですね。要するに、どんなに立派な家が

できても、その中で例えば地震の後でいう

と、結構家族が離れ離れになるような状況

がございます。これはいろんな経緯がござ

いますけれども、最悪の場合は離婚という

ようなこともございます。立派な家ができ

ても、お年寄りがぽつんと高い高層住宅の

一室に、鉄の扉を閉じたままじっと引きこ

もってるというような状況があちこちでき

てくる。じゃあこれは復興と言えるんだろ

うかというようなところが、一方であるわ

けです。

　他方でいうと、家族が一生懸命力を合わ

せて頑張った。家族が全部力を合わせて、

何はなくともみんなが命も助かったし、家

族もみんなで元気でよかったよかったとい

いながら、いつまでたっても自分の家がつ

くれない。そうすると、だんだんだんだん

惨めになってきます。やっぱり家がなけれ

ば、一番つらい話は、遠いところに行った

んですね、避難をしたけれども、地元に戻っ

てくることができない。そういう場合は、

ソフトな部分というか、家族のつながりと

いうのはあったけれども、でも最終的にそ

れを暖かく包む家がなければどうにもなら

ない。

　要するに、阪神大震災で私たちが学ん

だことというのは、復興というのはそんな

ハードとソフト両方が満足して提供される

ということが本当の意味の復興なんだ。ま

さにまちづくりの「まち」というのもそう

なんですね。今、阪神で、地元で我々が一

番苦労してるのは、仕事が戻ってこない、

暮らし向きがうまくいかない。不景気な時

代ですから、すべて震災のせいではないで

すけれども、結局震災のダメージがさまざ

まな形で経済的な負担、あるいは会社が倒

産したりとか、そういう羽目に遭って、結

局震災前に比べて元気に生きていくことが

できないというようなことでございますの

で、そういうこととあわせて申し上げると、

やはりハードとソフト、家も大切だし、家

の中の家庭の団らんも大切だと。両方とも

しっかり考えていきますよ。どちらかだけ

を考え過ぎると、へんてこなまちができ上

がってしまうということが、まちづくりの

「まち」の話であります。

　それから続いて、「つくり」の話。これ

は非常に簡単でございます。これはもう

手づくりの「つくり」、あるいは造り酒屋

の「つくり」というふうに考えていただい

たらいいんだろうと思うんですね。手づく

りというのはどういうことかというと、下

からのという表現がいいのかどうかという
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ようなことございますけれども、自分たち

の周囲の環境は自分たちで参加をして、自

分たちで決めて、責任を持ってつくってい

きましょうよという意味合いが強いんです

ね。これは、なぜ、今このまちづくりとい

うか、日本の都市計画の中でこの「つくり」

という、市民が自分たちの周りの環境を自

分たちでつくり上げていく。これは、防災

でいうと、自分たちの命は自分たちで守る

ということですけれども、これも先ほどの

ハードとソフトの関係です。自分たちで守

るといっても、これはソフトで幾ら助け合

いができても、本当に守れないことがある。

　ちょっと話が飛びますけど、御容赦く

ださい。例えば阪神大震災の後で、市民

の方、こう言われたわけです。阪神大震

災の最大の教訓は、みんなで助け合った

ことだと。助け合いというのが一番大切

なことだと。だから、私たちは次に大き

な地震が来て大きな火事が起きても、今度

はバケツリレーでみんなで守るから大丈夫

ですよ、先生、と言うんですね。その次に

出てくるのは、だから大きな道路は要らな

いんです。この道路というのはちょっと問

題かもしれません。本当は、大きな火事が

起きたときに、緑と水の遮断帯というのが

あって、火事をとめてくれるような仕組み

がまちの中に、グリーンベルトがたくさん

でき上がってて、燃えてくると、グリーン

ベルトのところで焼けどまるような、そう

いうものがまちの中に本当にないといけな

いんですね。阪神のときは風が弱かったも

んですからそんなに大事に至らなかったと

言うと、また阪神の被災者に怒られるんで

すね。７，０００棟も焼けたではないかと

言われるんですけど、そのときの炎という

のは、大体高さがせいぜい１０メートルか

ら２０メートル。炎の幅も２０メートルぐ

らいですかね。高さ１０メートルも行かな

いぐらいの炎、それぐらいのガスストーブ

が押し寄せてきたというふうに考えていた

だいたらいいんですけど。ところが、風が

あった関東大震災では、火事が起きたとき

の炎というのは、高さが３０メートル、幅

が３００メートルです。巨大なストーブが

押し寄せてきますので、１００メートル離

れていても家がぼんぼんぼんぼん燃えてい

くし、それから人がどんどん火傷で死んで

いく。関東大震災のとき、被服厰というと

ころで４万人の人が焼け死んだわけであり

ますから、これはたまたま神戸で風が吹か

なかったので、これは助かったわけです。

　要するに、そういう巨大な大きな炎が押

し寄せてくるときに、じゃあ助け合いで、

心で頑張ります、バケツで消せるかという

と、それはとんでもないことです。やはり、

それにはハードというか、しっかりとそれ

を防ぐ仕掛けがないといけないわけですか

ら、要は、ハードもソフトもやはり行って

初めて、道路だけで守れるかというと、ま

たこれもいろんな問題があるということで

ございます。

　それでは、まちをつくっていくときに、

どういうまちをつくったら安全なのかとい

う話に戻りたいと思うんですけれども、も

なかというお菓子があります。米子にもそ

ういう、きっとおいしいもなかをおつくり

のお店があると思いますけれども、おいし

いもなかというのはどういうもなかかとい

うふうに、皆さんちょっとイメージをして

ください。おいしいもなかって、本当あん

こがすごくいいんです。あんこがすごくよ

ければ、もなかを包んでる皮は薄い方がお

いしいですね。これは理想系です。あんこ

がよくて、それを包む皮が薄いのがいい。

ところが、まずいもなか屋さんはどういう

工夫をするかということですね。どうして

もいいあんこがつくれないと、まずいあん

こだと、皮を厚いものにします。ぱりぱりっ

とかたい皮にすると、皮をかりかりっとか
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んでる歯ざわりでごまかすことができて、

あんのまずさをごまかすことができる。

　今私たちが住んでいるまちというのを見

たら、このまずいもなかによく似ているん

ですね。これはどういうことかというと、

一つのまちと考えると、あんこの部分とい

うのは、大きな幹線街路に囲まれた、皆さ

んがお住まいになっている、路地があった

り我が家の庭があったり、隣と隣との家が

軒と軒がぶつかってるような身近な部分と

いうのを、これをあんこといいます。それ

を包んでいる、先ほど大きな幹線街路と言

いましたけれども、そういう幹線道路だと

か大きな公園だとかそういう、米子でいう

と駅前の光の通りとかなんとかという通り

がありますが、そういう通りの部分が皮の

部分ですね。皮の部分というのは、これは

上からの防災計画というか、行政が責任を

持ってやります。あんこの部分は、ある部

分はそこに住んでる人が、例えばブロック

塀を生け垣に変えたりとか、路地裏にちっ

ちゃな前栽の木を植えて、少し心の安らぎ

を得るような空間をつくるとか、あるいは

自分の前の庭に夕方には水を打って、きれ

いに掃除をするという形で、住んでる人が

あんこの部分は手を入れていきます。あん

この部分になかなか行政というのは手を入

れることができない。だから、仕方なくと

いうのか、このあたりがちょっと微妙です

けれども、行政はあんこの部分には手をつ

けられないので、どうしても幹線街路とい

うような形のところに税金を使って、巨大

な施設をつくっていくという形になる。そ

ういう形でずっと日本は来ましたので、い

つまでたってもあんこの部分がよくならな

い。

　いや、鳥取県は豊かな自然に囲まれてい

るので、木造密集市街地はたくさんないと

言われるかもしれませんけど、先ほど御紹

介のあった倉吉なんかを見てると、やっぱ

りあんこの部分が弱いわけです。もう老朽

化して、今にも倒れそうなと言って、また

怒られてしまいますけど、そういう住宅が

密集をしているようなところがある。

　今までの防災というのは、だからそこは

そのままにしといて、街路とか道路とか、

そういうものをつくっていっていただく。

だけど、阪神大震災というのが起きて何が

わかったかというと、あんこの部分が悪い、

というのは、壊れやすい木造住宅が密集し

ている状況が、手がつかないままに放置さ

れてきていたわけです。そこに一旦火がつ

いてしまうと、まち中が全部火の海になっ

てしまうし、それから老朽化した家屋が全

部倒壊をして、下敷きになって人が死んで

しまうという部分になってます。

　そうではなくて、やっぱり少し身の回り

のところをよくしていこう。そのよくして

いこうというときには、やっぱりそこに住

んでいる人がしっかりそれに取り組んでい

くというか参画していくというか、主人公

になるということがないと、その身の回り

の環境はよくならないわけですね。今まで、

ややもすると、みんながみんなそうでは

ないですけれども、かなりの人は何でもか

んでもお上に任せればいい、自分は自分の

家の中のことだけをしていいというふうに

思っていたところがあるんですけれども、

そうではないですね。公共というのは、自

分の家の前の路地から始まって、みんなが

かかわり合いを持つ、近くにある商店街だ

とか市場だとか雑貨屋さんだとか、あるい

は小さな工場だとか、そういうところを含

んだまち全体を全体の公共だと。その公共

というのをみんなで変えていく、つくり変

えていくという取り組みがないと、本当の

意味での安全なまちができない。

　だから、単に流行語ですね、下からのと

か市民主体のとかという、言葉じりではな

くて、市民自身が自分たちのまちに責任を



14 15

持たなければいけない。先ほど私の申し上

げようとしたのは、市民が市民の命を守る、

自分の地域は自分で守るということは、よ

く皆さんおわかりになってる。それは自分

のまちは自分たちでつくるということが安

全と非常に密接な関係にあることです。自

分たちのまちを自分たちでつくる努力をし

てこなかったので、自分たちのまちは自分

たちで守れなかったんだ。自分たちのまち

を自分たちで守ろうとすれば、自分たちの

まちは自分たちでつくらないといけないと

いうことが、この「つくり」という意味の

持っている意味合いです。

　自分たちでつくるんであれば、自分たち

の気持ちとか志というのはどんどん反映し

ていこう。造り酒屋の「つくり」になって

きます。おいしい酒はどこの地域にもあり

ます。米子にもあるし、倉吉にもあるし、

鳥取にもあります。それぞれ違った味を出

す。日本一律のそういうお酒ではなくて、

それぞれの地域の志と気持ちを込めていろ

んなものをつくっていくように、まちとい

うのは、倉吉は倉吉のよさがある、米子は

米子のよさがあるという形で、いろんな個

性を持ったまちをつくっていかないといけ

ない。

　けさもちょっと米子のまちを、加茂川と

いうところの蔵とお寺の寺町を拝見してき

ました。一生懸命頑張って残そうとされて

いる気持ちはあるんですけれども、いつま

でこの川沿いのきれいな景色は残っている

んだろうか。ここがやっぱり「つくり」の

ところです。志というのは、地域の文化と

いうのをどうやってまちに反映させるか。

それは、そこに住んでる人たちがしっかり

そのことを意識をして、提案をし、まちの

中に込めていかないといけない。

　ちょっと長くなりましたけど、まちづ

くりというのは、そういう意味で考えてく

ると、非常に深い意味があるように思いま

す。それは皆さん方よく御存じだと思いま

すけれども、だから単に何となくまちづく

りと言えばいいんだろうということではな

くて、これからの新しい時代は、そういう

形で自分たちのまちは自分たちでつくると

いう形で取り組んでいかなければならない

というのが、１つ目のまちづくりというと

ころの話でございます。

　二つ目、今度は話ががらっと変わりま

す。被災体験とは一体何だろうかというん

ですね。被災体験とはこれも別に講釈をす

る必要はございませんけれど、大きな災害

に被災をする、被災をしたことが体験だろ

うと思うんですけれど、でもそれは単に被

災をしたという事実ではなくて、その事実

を通じて感じたり考えたりしたことという

のは、すごく大事ですよね。やっぱりそこ

で何を感じて何を考えたか。その考え方も

表面的にさっと何となく考えたのか、じっ

くり考えたのか。私の意見は、被災をした

という、あるいは家族を亡くしたり、それ

から財産をなくしたり、非常につらい目に

遭ったときに、やっぱりそこはそことして

じっくり、どうしてそんな目に遭ったんだ

ろうかということをじっくり考えるところ

からスタートしないといけないというふう

に思いますけれども、ともかく、被災体験

を伝えようとかというわけですね。もう２

年もたてば忘れてしまうんじゃないかとい

うような話が出てまいる。この辺が一つの

ポイントであります。

　だけど、僕は、体験というのは必死に覚

えるものではないと思います。今の情報化

時代というか、毎日毎日新しいニュースが

入ってきます。ニューヨークのテロの話が

来るし、北朝鮮の拉致の話があるし、次か

ら次から新しい情報が入ってきますと、頭

の中の記憶力というのも限界があります。

もう２年前の鳥取県西部地震の話だとか、

さらにその５年前の兵庫県南部地震のこと
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なんてのも、片隅の片隅の片隅に行ってし

まう。記憶というのは、忘れ去られるもの

でありますから、あえてそれを必死に、風

化させずになんていって、僕は覚える必

要はないんだろうというふうに思うんです

ね。

　じゃあ忘れてしまっていいのかという

と、実はそうではなくて、ここに書いてい

ますのは、被災体験というのはどうして伝

えることができるかというと、それは文化

にする。文化というのは、簡単に言うと、

頭で覚えるのではなくて、体で覚えてしま

う。体の一部になってしまえば、それはご

く自然と将来に伝わっていく。

　具体的にどんなことを申し上げているか

というと、例えばです、これはもう私の非

常に夢みたいな話です。東京から来た友人

がいろいろ私の前でおべんちゃらかもわか

りませんが、その友人が、地震直後に来た

とき、神戸の喫茶店のウエートレスさんは

きれいだし、優しい、あの優しさは何だろ

うかと。東京ではあんな優しさはないよと、

こう言うんですね。すかさず僕は、いや、

それは震災で、人を大切にとか、みんなが

助け合うということを学んだ。特に、若い

人たちはお年寄りを大切にしないといけな

いということを震災で初めて学んだんだ。

だからみんな優しくなったんですよ。その

友人がつい１カ月ほど前にまたやってきま

して、彼がまた同じようなこと、また別な

ことを言うんですね。阪急電車というか、

電車に乗ってたら、若い女子高校生がお年

寄りに席を譲った。あれは関東ではないよ

と言うんですね。僕もそれもまた、いや、

それも震災体験です。震災体験が文化に

なって、若者がお年寄りを大切にするとい

うことを覚えたんですよ。お年寄りは大切

にしなければならないということを教える

んではなくて、席を譲るとか、お年寄りに

声をかけるとか、あるいは人に優しくする

とか人の気持ちを理解しようと努めるとい

う、そういう生き方というものが、多分あ

と５０年ほどたっても、日本中の何かいろ

んな本に、神戸の人というのはすごく優し

い地域で、心優しい人が住んでる地域であ

るとかということがきっと書かれるときが

来る。そもそもそれはどうしてかというと、

いや、５０年前に阪神淡路大震災というの

があってねという話になる。これはちょっ

と夢見たいな話ですね。本当に続くのかな

とか、半信半疑でいながら、なるべくこれ

は文化として育ってほしいと思う。

　それと同じようなことが被災地にはたく

さんあります。例えば、被災地の人は今、

水というものをすごく大切にします。おふ

ろには必ず水を張って、それからトイレの

水を流すときにはできるだけ、たくさんの

水を使わないで、大事に大事に水を使おう

とする。いろんなところに、家の前の雨水

おけみたいなところに水をためておく。当

然飲料水を含め水というものを大切にして

いる。

　それから、今、復興まちづくりというこ

とで、いろんなところでまちづくりやって

ますけど、せせらぎの水路を、神戸のまち

の中へせせらぎの水を流そう。かなり、こ

れ今一部でき上がっています。神戸の少し、

会下山という山のある、ふもとのところ

に、一つの復興まちづくりを行って、そこ

にきれいなせせらぎの水路ができました。

それから、芦屋という少しお金持ちが住

んでいるまちがありますけど、そこもきれ

いな今ビオトープで植生が生えた水路がで

きます。そういう形であちこちに、神戸と

いうのはもともと水のないまちです。これ

はちょうどローマというのが、行くとトレ

ビの泉なんてあるでしょう。ローマという

のはもともと水のないまちだった。あれは

紀元前１００年から紀元後の６４年の間、

ローマというのは３年に１回ぐらい火事で
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焼けていく経験をします。アウグスティヌ

スという皇帝が、これではだめだ、やっぱ

り水が要るということで、水道橋をずっと

引っ張ってきて、あっちこっちにトレビの

泉とかいうのを消防水利としてつくったの

が始まりですね。でも、その辺のことを皆

さん方は御存知がない。実はあれは、だか

ら僕らから言わせると、２，０００年前に

ねという話になってきますね。ローマに大

きな火事があった。そのときに水というの

が大切だということを学んだんだ。そのた

めにトレビの泉とかそういうものを、まち

の中に水という一つの仕組みをつくった。

　今、神戸でやろうというか、根づきつ

つあることは、今まちの中に水をしっかり

組み込んで、水とともに生きていく一つの

姿をつくっていこう。そういうことはきっ

ともう何年間もすれば、何でふろに水をた

めてるのかよくわかんない。もう神戸の人

はみんな何か神経質に水をためるなという

話になるのかもしれないけれども、それが

一つの生き方としてというか、文化として

育っていけば、それで十分なわけです。そ

の中にもっと自然との共生を図るとか、お

年寄りが大切とか、いろんな文化が育って

いく。それがやはり体験を、これはむしろ

活かしたという話につながるのかもわかり

ませんけど、被災体験というのは、だから

無理やり記憶することではなくて、しっか

り文化として継承していくことである。

　そういうことでいうと、私も関係してる

んですけど、立派な博物館をつくることだ

けがきっとそういう被災体験を継承すると

いうことでは多分ないだろうというふうに

思います。簡単に言うと、被災体験という

のはどうやって生活の中に生活の一部にし

ていこうとするのかということを考えない

といけない。だから被災体験は文化にする

対象であるというのが１つです。

　２つ目は、これがもっと大切なことであ

ります。被災体験で一体何を伝えるのかと

いうことを、少しこれは考えていただいた

方がいいと思います。これは例えば神戸で

も人と防災未来センターという博物館的な

資料館的な施設ができ上がりましたけど、

一体ああいうものを通じて何を伝えようと

するのかということと関係するんですね。

私は、４つのものを伝えないといけないと

いうふうに思っています。

　１つは、自然というものの優しさと厳し

さです。厳しさだけではないです。阪神の

ときでも、ちっちゃな樹木によって命を救

われた人がたくさんいます。ちっちゃな河

川の水で家を守った人もたくさんいます。

自然というのはそういう優しさを持ってい

るけど、同時に大きな地震を引き起こす、

大きな火山の爆発を起こすだけの、極めて

大きな破壊力とを持っているということで

すね。まずそのことは知らないといけない。

　２つ目に知らないといけないのは、今度

は、被災後の人々の助け合う人間のすばら

しさというものがあります。大きなダメー

ジを受けたからといって、人間は要するに、

そのために消沈して何もできない存在では

なくて、必ずそういう復興という形で人間

はそこから立ち上がっていくだけの力とい

うものを持っているし、その中で助け合う

ということを学んだという意味での、すば

らしい人間の資質というものがある。人間

のすばらしさというものを確認するという

のが２つ目であります。

　それから３つ目に何を学ぶかというと、

このあたりからが重要でございまして、

もっと伝えないといけないのは、被災とい

うか、災害に遭って家族を失うということ

がどんなにつらく悲しいことかということ

ですね。広島のピースセンターのすばらし

いところというのは、やっぱり原爆という

か、あるいは戦争というものの悲惨さとい

うのを非常に見事に伝えることができる施
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設になっているからであります。我々は、

だからそういう震災の悲しさ、つらさ、悲

惨さというものを伝えないといけない。何

年も仮設住宅に入って、それで将来の展

望もないままに悶々と過ごしたときのつら

さというようなものというのは、多分筆舌

に尽くすことができない。でも、それは伝

えないといけないわけですし、そういう意

味でいうと、いかに災害というのは人々に

とってつらいものかということを伝えない

といけない。これは３つ目です。

　４つ目は、これが最後に一番難しいかも

わかりません。これはちょっと後の話と関

係するんですけれども、なぜそんなことに

なったのか、その原因を伝えないといけな

い。どうして阪神淡路大震災で６，４００

人もの人たちが亡くなったのかという原因

を正しく伝えるということが必要でありま

す。

　この３つ目と４つ目の問題というのが、

次の新しい社会、新しいまちをつくる上

で、極めて重要なことであります。いかに

つらいかということは、二度とあんなつら

い目に遭いたくない、そこからスタートし

ないといけないですね。そのために何がで

きるのかということをしっかり考えておか

ないと、ついついそれをうっかり忘れてし

まうと、もとのもくあみというか、もとと

同じような危険なまちをつくってしまうお

それがあるわけです。あるいは安全なまち

というか、安全なまちよりは、やっぱりも

う少し格好よくておもしろくて、何か金も

うけになるようなまちをつくりたいという

ふうに思われてしまうかもしれません。私

が申し上げてるのは、つらさというのが安

全へのばねになっていくということなんで

すね。

　ちょっとこれも話が脱線します。これ

はむしろ皆さん方に言うべきことではなく

て、ひょっとしたら東京だとか名古屋の人

に言わないといけないんですけど、今、我々

が考えないといけないことは、やっぱり次

の大きな災害に対してどう備えるかという

ことであります。今、東海地震だとか南海

地震というのは、もうすぐ、今そこに来て、

今年はないそうですけれども、いつ起きて

も不思議ではない状況に置かれているわけ

ですね。そういうときに、２つの意見があっ

たとします。立派な美術館をつくりたい。

それからもう一方では、小学校の耐震補強

をしたい。予算がないし、どっちにお金を

使うのか。下手すると、大抵の場合は美術

館の方をつくります。地震はいつ来るかも

わからないのにということになるんですけ

れども、美術館なんていうのは、大きな地

震が来て、しばらく地震が来ないという見

通しができてからおつくりになった方がい

い。今つくっても、次の地震が来たら壊れ

てしまうかもしれない。だけど、一方で、

小学校の耐震補強は、今急がないといけな

いわけです。小学校が壊れると、子供たち

は亡くなってしまいます。あるいは、壊れ

てしまうと避難所として使うこともできな

いわけです。それがもう秒読みの段階で、

少なくとも、例えば南海地震という地震に

ついて言うと、５０年後に８０％です。も

うほとんど５０年以内に来るということを

言ってるわけですね。そうすると、１年に

１校ずつかけて、５０年で小学校全部補強

しますというテンポでは間に合わない。１

年に１０校とか２０校とか、もう３年ぐら

いですべての小学校は地震で壊れない補強

をしないといけない。どっちにお金を使う

かというときに、あんなつらい目をしたく

ないという気持ちがあると、やっぱり小学

校をきちっと補強しましょう。両方ともや

るのがいいんですけどね、本当は。でも美

術館はちょっとあきらめましょうよ、とい

うふうな考え方になるわけです。やっぱり

あのつらさとか悲惨さとか、広島のピース
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センターは何を言ってるかというと、ああ

いうケロイド状の写真を見せることによっ

て、二度と戦争はしたくない、二度と原爆

というのは使ってはいけないということに

なってくるわけであります。

　そういう意味で、もっともっとつらさと

か悲惨さというのをしっかり伝えないとい

けないんですが、これはどうやって伝える

のかというのはなかなか難しいんですけれ

ども、伝えることでそれが復興のばねにな

るし、新しいまちづくりのばねになるんだ

ということ。端的に言うと、まちづくりを

するときに安全というのは決して忘れては

いけませんよということであります。

　それから、２つ目の問題というか、さっ

き言った４番目の問題、原因の問題であ

ります。どうして６，０００人もの人が亡

くなったのか。これはしっかり考えないと

いけない問題でして、さらっと頭をよぎる

と、あれは古い家が壊れたんだとか、もう

ちょっと構造的に考えてる人は、いや、あ

れは屋根が重かったから倒れたんだとか

ね、それからあるいは、いや、日本の伝

統的な建築が悪いんだとか、大体そうい

う話で今世の中はおさまっています。だか

らツーバイフォーのアメリカかカナダ式の

住宅をつくろうなんていう、神戸なんかで

はこれが今はやりになっているわけですけ

ど、本当にそうだったんだろうかというこ

とを考えないといけないですね。

　どうしてだったんだろうか。これはいっ

ぱい問題がある。一番大きいことは、こ

れは多分鳥取の人には当てはまらないこと

ですけど、一つ一番大きなことは、住まい

の手入れをすることを都会の人は忘れてい

たわけです。昔から大掃除というのは必ず

あって、大体６月の水無月のはらいと１２

月の年末に大掃除をする。まち中がこぞっ

て同じように大掃除をして、手入れをして、

床下に潜って、腐ってないかどうか、し

けてないかどうか、どこか柱で傷んでいる

ところはないだろうかということで、大工

さんを呼んで修理をするということ。小ま

めに修理をして、１００年どころか２００

年、３００年ということで住まいを大切

に使っていく文化だったんですが、だんだ

んそれは使い捨て文化というものに慣れ親

しんできますと、どうせ家は買い替えれば

いいんだ。だからふすまの表替えとか、障

子の張り替えぐらいはしてると思いますけ

ど、人によっては障子の張り替えたことも

ない。それから、当然床下に潜って土台が

腐ってるかどうかなんて見たことがないと

いう人がほとんどです。阪神大震災で壊れ

た家の大半は全部シロアリに食われている

か、土台が腐っていたわけです。要は、だ

から一番問題は、シロアリがはびこってた

とか腐ってたとか、要は家の手入れをして

いなかったので結果としては壊れたという

ふうに考えないと。これは例外はないです。

手入れのしてない家はほとんど壊れてい

ます。だけど、古い家でも、築１００年と

いうか明治時代に建てた家でも、しっかり

手入れをしている家は絶対壊れていないわ

けですね。だから、問題なのは、やっぱり

手入れをしていなかったことが一番大きな

問題でしょうし、それで要するに下敷きに

なって亡くなったということですから、そ

ういう手入れの問題がそこに問われている

というふうにも思います。

　それから、家具が倒れてみんな亡くなっ

たわけですね。どうして家具が倒れて亡く

なったのかというか、それはよくよく考え

てみると、私の子供の部屋でもそうだけど、

６畳一間に、どういうわけかモニターとい

うか、テレビが２台ある、カセットデッキ

がある、何とかのもの、もうありとあらゆ

る、６畳一間に２０何個の家具というか電

化製品というかが詰め込まれています。こ

れは親が悪いと思うんですね。大量消費文
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化にぞっこんまいってしまって。みんなが

たくさん物を買って、地域経済というか日

本の経済が豊かになった部分もあるので、

今日もひょっとしたら家具屋さんとか電気

屋さんがおられるかもしれないので、家具

を買えと言ってるわけじゃないですよ。家

具を安全にきちっと使いこなしていくとい

うことが必要だと思うんですけど、家の中

のそういう整理整頓だとか、物のそういう

積み方とか住まい方とか、そういう作法み

たいなものがうまくできてなかった。

　そういう話からずっと行くと、例えばま

ちを見てみると、今までの河川を埋め立て

てしまったり、たくさんあった緑を壊して

そこに家を建ててしまったりとか、いろん

なことをやってきた。どんどんどんどん遠

距離通勤みたいにして、１時間も２時間も

かけて通勤通学するようなまちをつくって

しまっています。そのことは、結局、例え

ば地域のコミュニティーというか、さっき

の暮らしと仕事と住まいが一体になったと

いうことでいうと、大都会になればなるほ

ど２時間通勤なんか平気になるんですね。

すると、ねぐら族です。もう朝早く起きて

会社に行って、真夜中に帰ってきて寝て、

通っていく。土曜、日曜も接待だとかといっ

てゴルフに出ていってたら、まさに地域と

切り離された人がいっぱいできてしまう。

そういう、非常に地域と切り離されたそう

いう社会のシステムみたいなものが地域を

弱くしていくということになるんですね。

そのことによって、直後には地域の助け合

いがうまくいかなかったとか、いろんな問

題が出てまいるわけですね。

　そういう意味では、だから原因というの

は、何か現象面だけじゃなくて、どうして

そういうことが起きたのか、その中に、私

が言うのは、やっぱり人間の愚かさみたい

なものが大きな災害を招いた背景にある。

やっぱりその愚かさというか、我々の過ち

とか愚かさというのをしっかり考えないと

いけない。これは重要なことですね。日本

人というのは、何か愚かさとか原因を追及

するということは、何か犯人探しをして、

市長さんが悪いんだとか知事さんが悪いん

だと言ってしまえばスカッとする。それは

本当の原因究明じゃないんです。それは、

人を血祭りに上げることではないんです。

それはだれしも過ちを犯します。だから、

それはどこに至らなかったのかという、ど

こに思いが足りなかったのかということ、

だからまちのつくり方のところで、本当

にこういうまちのつくり方をしていいんだ

ろうか、車ばっかしに依存したようなまち

をつくっていていいんだろうかとか、いろ

んなことを、ここには自動車屋さんもいる

かもしれませんですけど、ともかくそうい

うことを含めて、本当にそれでいいのかど

うかということをしっかり考えていかない

と、うまくいかないということになってく

るわけですね。

　少しそういうことでいうと、私のレジュ

メの中に、被災から何を学ぶのかという中

に、公衆衛生的なことを考えましょうとい

うことを少し書いてございます。結構これ

が重要ですね。災害の備えというのは、こ

れは医学のことを考えていただくと４つ

あるんですね。１つは予防医学。予防医学

というのは、これは風邪で例えますと、風

邪を引かないように予防注射をしておく

とか、それから人込みの中に出て帰ってき

たらうがいをするというんですね。これは

すごく大切なことです。地震でいうと、ぼ

ろぼろになっている家を修理をして、手入

れをして、大切に家を使っていくというよ

うな、そういう習慣をつくるとか、あるい

は少なくとも家具が転倒してしまうと家具

の下敷きになるので、そういうことになら

ないようにしっかりやりましょうというの

が、きっと予防医学です。これがまちづく
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りになっていくと、まちの中にやっぱり水

がきれいに流れて、水がうまくたまってい

る、いろんなところに水が少しある。それ

から、緑が豊かにあるというようなことで

すね。そういうようなゆとりのあるまちを

つくっておけば、地震が起きても火事が広

がらないということになってまいりますか

ら、そういうふうにしていくというのが予

防医学。

　その次が緊急治療です。これは、そう

いっても地震が来て、家が壊れることもあ

るし、火事が起きることもある。火事が起

きると、消さないといけないということで

すね、水が要る。これはだから、病気でい

うと風邪薬を準備しておくということに等

しいんですが、これが地震対策とか都市計

画でいうと、耐震貯水槽というか防火の貯

水槽をきちっとしとくとか、皆さん方の家

でいうと、おふろに水を張っておくだとか、

非常持ち出し袋を用意しとくとか、できれ

ばリヤカーだとか電動ジャッキだとか、も

ういろんなものをちゃんとあらかじめ用意

をしといて、いざというときに備えるとい

うのが緊急治療。

　それから３つ目がリハビリ。リハビリと

いうのは、それでもやっぱり家を失う。失っ

たら、早く自分の家が建てかえることがで

きるような仕組みをつくるというのが、リ

ハビリ的な対応です。これは、基本的に言

うと、大きくはもう２つですね、リハビリ

のポイントは。一つはお金です。お金さえ

あれば家を建てかえることができる。じゃ

あ貧乏人はどうするのかという話になっ

て、きょうは片山さんが来られてるのでお

べっかを使う意味ではないですけど、ちゃ

んとそういうために、住宅再建の支援のた

めの制度なりシステムをきちっとつくって

おいて、不可抗力というか、一生懸命努力

したけれども家が壊れてしまった人に対し

て、きちっと住宅再建ができる、リハビリ

ができるように、しっかり必要なお金も渡

してサポートするという仕組みがないと、

これはうまくいかない。これが１つですね、

リハビリの。

　２つ目のリハビリは、心というかつな

がりというか、気持ちが滅入ったのをどう

やって、心のケアというか、実はこれは人

のつながりです。いろんな人がいろんな意

味で励ましたり手を出したり、やっていく

ことによって人間は立ち上がります。人の

つながりをどうつくるかということが重要

です。だから、リハビリはもうお金とつな

がりという、ちょっと非常に簡単に言い過

ぎですけど、でもこれはすごく大切なこと

ですね。阪神大震災というのは５年も６年

も、今８年目になろうとしてますけど、ま

だ自分の家を建てかえることができていな

い人がたくさんいます。そういう意味でい

うと、こんな長期にわたる苦しみを味あわ

せるということは、これはとんでもないと

いうことになりますから、まさにケアとい

うことはしっかりしないといけない。そこ

までが常識ですね。

　４番目に言おうとしているのが、ここで

いうと公衆衛生的なという言葉になってま

いります。これが僕は一番大切。これは、

風邪でいうと公衆衛生って何かというと、

暴飲暴食をしない。それから、睡眠時間を

しっかりとるとか、それからストレスをた

めないとかですね。ストレスって結構厄介

で、これが一番重要です。ストレスをため

ないというようなことなどが健康管理です

ね。このストレスをためないとか暴飲暴食

をしないというのは、風邪だけじゃなくて

一応腹痛にも役に立ったり心臓病にも役に

立ったりするから、いろんな意味でいいわ

けですね。だからストレスをためないよう

にするということが重要になってきて、そ

うすると、それは地震対策でいうと何か

というと、これが例えばコミュニティーを
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しっかりしておくとか、家族の関係をしっ

かりつくっておくとか、あるいはもう少

し言うと、ここの後の方にもちょっとまち

づくり力と書いてありますけれども、防災

意識というか防災知識というんですかね、

ちょっと知識の話をしましょう。あんまり

時間がないので、たくさんの例を申し上げ

ることができないんですけど。

　日本人というのは、生きるための知識

というか知恵というのを、ずっと江戸時代

から明治の前半ぐらいまではしっかり持っ

てたんですけど、どこか今忘れてしまって

いるんですね。皆さん方の袋に入ってるこ

のパンフレットもそうなんですけど、パン

フレットあけたらハウツー物なんです。こ

れ受験の参考書と一緒ですね。グラッとき

たら机の下とかね、グラッときたら火の始

末とかね、書いてあるんです。何で火の始

末をしなければならないか。僕は都会の人

に言うんですよ、ちょっと僕、鳥取県でマ

イコンメーターなんかの普及率がわかりま

せんので、マイコンメーターが普及してい

るところでは、地震が起きて震度５以上に

なったら、ほぼ１００％、マイコンメーター

がガスを消してくれます。にもかかわらず、

どうしてもみんな元栓を消しに行くのか。

阪神大震災では２階に寝ている奥さんに地

震がグラッときます。グラッときた、火の

始末というふうに丸暗記で教え込まれてま

すので、ダダダダッとおりていって、下に

降りたときにドオンと家が壊れて、２階の

天井がドンと落ちて下敷きになって亡くな

られた。これは消しに行ったかどうかわか

らないです。類推です。御主人が、揺れが

起きたときは隣にいたと。それから奥さん

がわからなくなった。奥さんは台所の炊事

場の中で下敷きになった。これはきっと御

主人はこれはガスを消しに行ったんだろう

と言われてるんですね。だから、物すごい

揺れのときは、２階にいてたら絶対下に降

りてはいけないし、ガスなんか消しに行か

なくてもいいんです。だけど、パンフレッ

トを見たら、ガスは消しに行けと書いてあ

るんですね。

　それから、机の下に潜れ。阪神大震災で

机の下に潜って亡くなった人はたくさんい

ます。なぜかというと、あの机は、台所の

机なんていうのは、上から震度５か６ぐら

いで電球が落ちてくるとか物が落ちてくる

ときに頭に当たったら危険だから机の下に

潜りましょうです。だけど、上から家が壊

れてこんな大きな、何十キロもするはりが

落ちてきて、ぼんと机を真っ二つにするよ

うなときに机の下に潜るということは、か

えってそれは自殺行為です。そんなのは

ちょっと考えたらわかります。こんな激

しい揺れだったら家が壊れると。こんなや

わい机で大丈夫かと考えたら、壊れるの決

まってるんです。だけど、そんな当たり前

のことがみんなわからない。なぜかという

と、パンフレットで、ぐらっときたら机の

下。学校の先生が、はい、机の下に潜りま

しょう。潜っていいときと悪いところがあ

るんですね。

　もっと言うと、皆さん方、もし今度地

震があったら、皆さん方、家の中にいま

すか。家から外に出ますか。それだって

もうみんな答えられなくなってます、日本

人は。今までは家の中にいろ。いろと言う

から阪神のときはみんな家の中にいたんで

す。家が壊れてみんな下敷きになったわけ

です。じゃあ逃げろというので出たらどう

なるかというと、ブロック塀が倒れてくる、

ガラスの雨が降ってくる。じゃあどうした

らいいんだろうか。そういうこともきちっ

と知識として、知恵というか、そういうも

のがきちっと継承されていない。その背後

に、活断層って何とかね、そういうことは

よくわからない。聞いたこともないとか。

そういう意味では、地球とか自然というも
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のを全く知らない。全く知らないと言うと

ちょっと言い過ぎですけど、やっぱり余り

自然とのかかわりでそういうものを見てき

ていなかったわけです。

　私は何を言おうとしたか、もう最後のこ

となんですけど、公衆衛生というのは、もっ

と自然というものと人間は常に仲よくつき

合っていかないといけないし、自然と触れ

合っていかないといけないし、自然と一緒

に過ごす機会、自然といろいろなコミュニ

ケーションをするような場というようなも

のをもっともっと体験をしていかないと、

自然というものがわからないし、理解でき

ない。だから、地震というもの、火山とい

うもの、そういうものは全く理解できない。

ちょっとした情報に恐れおののいたり、あ

るいは非常にそれを無視してしまって、地

震など来るはずがないじゃないかという

ふうに思い込んでしまったりするという人

間の弱さがそこに出てきているわけですか

ら、公衆衛生というのはいろんな意味で、

そういう日ごろの生き方というところまで

考えていかないといけないというのが、公

衆衛生的な取り組みではすごく大切ですよ

ということだろうというふうに思うんです

ね。

　もう時間があと１０分ですので、もう３

番目の話しますね。今少し、被災体験とい

うのは何か、あるいは被災体験から一体何

を学ぶのか。今度、学んだことを形にして

いくというのが、まちづくりで活かしてい

くということになってまいります。ここで

２つのお話をしたいと思います、活かすと

いうことで。

　１つは、一番最初に申し上げた、なぜ

防災ということを書いていないのかという

ことでありまして、それは、防災のためだ

けでまちづくりというのはあるんではない

ということです。防災のためということだ

けで考えると、何か建物は全部鉄筋コンク

リートのコンクリートジャングルにして、

もう巨大な道路だらけのまちにして、何か

そういう無味乾燥な、１，０００年に１回

起きるか起きないかの地震のために、非常

に重装備の、何かそういう息苦しいような

まちをつくるということになってしまう。

だからみんな防災まちづくりなんて嫌だ

と。もう防災防災と言うなというんですね。

　防災というのは、隠し味です。表に出た

ら絶対いけないですね。スーパーマンとい

う、昔映画、これはちょっと年がわかりま

すけど、今ごろの若い人はスーパーマンが

わからなくて、パーマンの方がいいとかと

いうんですけど、僕はパーマンってあんま

りよくわからないんですけど。何を言って

るかというと、ふだんは新聞記者ケントで、

日常の世界の中にしっかりなじんでいる。

社会の一員としてそれなりの責任を果たし

ているけれども、一たび大きな災害がある

と、スーパーマンに変身をして、人々を助

けに行くという。そういうまちがいいわけ

です。だからそれは、普段はお年寄りが編

み物をする、ひなたぼっこをする、ちっちゃ

なポケットパークであったり、それから、

我が家の猫ちゃんが隣のみいちゃんとデー

トをするようなちっちゃな庭があったりと

か、そういうふうにして、非常に楽しく使

われていて、結果としてそれが地震のとき

には人々の命を助けてくれるものにしてい

くということなので、防災防災という、防

災まちづくり防災まちづくりということで

はない。

　そういう意味でいうと、やっぱりアメ

ニティーがあってコミュニティーがあると

いう表現は難しいんですけど、文化があっ

て、それから自然があって、人々の心、触

れ合いのコミュニティーがあって、本当に

いいまちをつくるということが、結果とし

てそれは防災まちづくりになります。だか

ら、隠し味ですから、隠し味入れるの忘れ
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たら困るので、常に防災とか安全とか、そ

ういうことは少し頭に入れながら、でも本

当にいいまちをつくる、誇り得るいいまち

をつくるということが、本当の基本的には

防災。いいまちというのは、いいまちで元

気なまちと言った方がいいですね。元気で、

金もうけはしないでもいいけど暮らしてい

ける、豊かに暮らしていける、そういうま

ちをつくるというのが基本的にはまちづく

りです。そういうまちをつくれば、結果と

して防災はついてきます。余り防災防災と

いって、巨大なというか頑丈なまちをつく

ろうというふうに考える必要は多分ない。

家族は楽しく住める。だけど土台は基礎は

しっかりつくられるということが必要かも

しれませんけれども、そういう意味では、

防災というのはあえて省いてるんですね。

　だから、もっと言うと、いや、これから

はもう、むしろ地震もあるけど、もっと怖

いのは地球環境の問題があります。人類が

いつまでいられるのかよくわかんない。恐

竜みたいにもうあとこの１世紀で人類は滅

びるかもわからない瀬戸際に来ているとき

に、もっと環境ということを考えないとい

けない。それから、少し残念なことだけど、

戦争の危険性。戦争とか、これからテロ、

それから犯罪。今、全国で放火犯罪は急増

しています。あるいは幼児の虐待だとかそ

ういうものがどんどん起きてくるときに、

防犯対策もしないと。地震対策、防犯対策、

火災対策もしないといけない。あるいはバ

イオテロの対策もしないといけない。コン

ピューターセキュリティーの対策も。あれ

やこれや考えてたら、もう頭が狂ってしま

います。

　でも、共通して言えることは、そういう

もの一つの、やはり先ほどの公衆衛生とい

うのは、風邪薬にも腹痛にも効くというよ

うなことを申し上げましたけど、そういう

意味としては、コミュニティーというか、

その地域社会と家族の関係とか、家族の関

係でもっとわかりやすく言うと、きょうは

杉山さんも来てるので、いや、そんなこと

はないよと言われるんですけど、震災の後

で震災離婚ってちょっと増えたんですとい

う話があって、みんな理由は地震のせいに

します。あれは例えばうちの父ちゃんは大

阪の会社に行って１週間も帰ってこないと

か、隣の父ちゃんは会社を休んで毎日バケ

ツに水上げて、これ大変なんですね。５階

のマンションまで水を何週間も上げる。そ

れを見ていて、うちの父ちゃんはといって

離婚をしたとかね。もっとひどいのは、地

震が起きたら父ちゃんが先に出て、みんな

家族をほったらかして逃げた。あんな冷た

い父ちゃんはと、みんな離婚されるわけで

すけど、でもそれはよくよく考えたら、そ

れは地震のせいじゃなくて、その前から

やっぱり夫婦仲が悪かったんです。奥さん

は離婚のタイミングをねらってる。本当に

仲よければ、震災のときに力を合わせて復

興するわけですね。公衆衛生というのは、

家族関係とか人間関係とか会社の関係と

か、そういうところへ全部かかわってきま

す。そういうものがやっぱりきちっとでき

ているのかどうかということが、すごく大

切なことだというふうに思っているわけで

あります。

　そういうことで、最後の話になります。

活かすというのは、だからそういう意味で

いうと、むしろ日常の問題として考えてい

く。だから、１つ目として活かすという話

は、防災防災と言わないで、もっと広く考

えていって、本当にいいまちをつくる、い

い家庭をつくる、いい社会をつくるという

延長線上で安全のことは考えましょうとい

うことです。

　それから、２つ目、鳥取の人にぜひ聞い

てほしいことがあります。活かすというの

はどういうことか。これは一番最初の記憶
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をするということとも少し関係をします。

今までは復興ということがすごく大切な課

題で、やはり２年前の地震を常に頭に描き

ながら、まちづくりだとかいろんなことで

努力をしてきます。だんだん復興というか、

もとに戻るというか、そういう目途がつい

てきます。ついた先に一体何があるんだろ

うかというところなんですね。それはもう

それでおしまいじゃないということを申し

上げてるんです。おしまいじゃなくて、や

はり今まで、要するに被災で感じて考えた

こと、それから、この２年間いろんな思い

で努力をしたこと、考えたこと、感じたこ

とというのを、次のまちづくり、もっとい

いまちにワンステップする、次のもう一歩

進めるためのまちづくりがここでつながっ

ていかないと、今までの２年間の鳥取のま

ちづくりは、僕はにせものだったというふ

うに思うんですね。だから、これからなん

だということを申し上げたいわけです。２

年間は２年間ですごく努力されて、本当に

いい、立派なまちを再建されたと思うんで

すけれども、よりいいまちを目指してとい

うのは、それは震災を受けた場合と受けな

かった場合と、受けたからこそこんなにい

いまちになったという、活かしたというの

は、むしろ日常に、次のステップに、どう

やって次の目標を定めていくかというとこ

ろに、非常に重要な意味を僕は持っている

ように思っております。

　最後です。最後は４つのキーワードと

いうか、キャッチフレーズしか書いてござ

いません。自然環境との共生を図る。これ

はもう先ほどから少し、ちらちらと言って

ますのでおわかり願えるかと思います。私

は一番大きな、やっぱり２１世紀に入って

最大の課題というのは、もう一度人間とい

うのは自然というものに対して謙虚になっ

て、自然というものをもっと理解をしない

といけないし、特に、地球が今もうあえい

でいるというか、地球自身があえいでいる

時代の中で、やっぱりどういう生き方をし

ていくのか。そういう場合には、車一つきょ

うは乗るべきかどうかというか。さっきの

下からのという中には、防災とか地球環境

問題というのは、その多くは、例えば大き

な力を持ったアメリカなどの国がそれなり

の努力というか、本来の努力をするという

ことも当然必要ですけど、一面でいうと、

一人一人の人間がささやかな努力を積み上

げていかない限りは、これは絶対に解決し

ない問題であります。

　そういう意味でいうと、下からのという

のは、まさにそういうところも地球環境問

題、シンク・グローバリーですね、地球規

模で物事を考えて。次にアクト・ローカリー

というのは、現場で行動しましょうという

のは、今度は一人一人の問題として考えて

いきましょうということを提示をしている

わけです。自然環境とはすごく重要なテー

マです。

　２つ目は、これも地域文化もちらちらと

言いました。米子は米子としてもっとすば

らしいまちになっていく。そのことが、他

の地域の人たちにも非常にいい刺激を与え

ていくし、それから、米子と既にそういう

関係だと思うんですが、松江が競い合って

共にそれぞれのいい個性を磨いていくよう

な、そういう一つの仕組みをつくっていか

ないといけない。

　文化というのは、育つと安全になります。

これも表現が悪いんですけど、僕は子供が

できたとき、かわいらしかったもんですか

ら、外国に行くときはちゃんと保険を自分

に掛けて行くんですね。ところが、憎たら

しい奥さんと結婚してると、奥さんの方に

保険を掛けたりするということをやっちゃ

うわけですね。だから、何を言ってるかと

いうと、いいまちをつくると、いいまちを

守ろうとする気持ちになる。その気持ちが、



26 27

いわゆる防災力という、防災というものに

つながっていくわけです。ごみごみしても

う汚いまちに住んでたら、掃除もしない。

掃除もしないと放火のターゲットになって

火災が頻発するということになってまいり

ますから、基本的に言うと、いいまちとい

うのは文化があるまち、個性があるまちと

いうことになりますから、そういうものを

しっかりつくり上げていく。

　それから３つ目が、この持続的な仕組

みってなかなか難しいんですね。今は少子・

高齢化で人口が減るなんていうことは一番

難しい困難な問題ですけど、極めて深刻な

問題です。そういうことを含めて、例えば

人口規模、子供、若者、年寄りがバランス

よく構成をしてて、お互いに助け合う。そ

れは一つの人口構成の持続化です。それか

ら、暮らしというか、ビジネスというか、

仕事、産業、お金が地域の中でうまく回っ

ていって、その地域の経済というのは、外

から何か大企業を誘致してカンフル剤を打

たなくても、地域の力で地域の経済がうま

く回っていくような、一つの持続的な仕組

みをつくる。だから、持続というのは、単

に地球環境問題じゃなくて、そういう文

化から経済から人口の構成から、そういう

ものが循環性を持っている、連続性を持っ

ている、そういう一つのまちというのをつ

くっていかないといけない。

　だから、いろんなものでカンフル剤を入

れるということが本当にいいのかという、

かつて大規模工業団地を誘致したわけです

けど、今、多くの企業はあえいで、どんど

ん撤退をしていく。やっぱりその余波とい

うのは、非常に大きな問題になっています

けど、やっぱり地域自身が内発的に、自分

たちの力で直していく。これはもう病気で

もそうです。外科手術で患部を取り除くと

いうことではなくて、漢方医学のように、

体全体をよくしていくような仕組みが多分

２１世紀は要求されていく。ここでいう持

続的な仕組みというイメージは、漢方医薬

のようなものというふうにイメージをして

いただいたらいいんだろうというふうに思

います。

　最後です。最後は、共考と共創のまちづ

くりを進める。これは、一緒に考えて一緒

につくり出していこうということですね。

協働という言葉も今はやりなんですね。コ

ラボレーションというんですね。協力の

「協」と働く、一緒に働きましょうという、

それも大切なことですけど、やっぱりみん

なで一緒に考えましょう。時間がちょっと、

もう一、二分超過しますけどお許しくだ

さい。パートナーシップというのには４つ

の条件が要るんです。１つはコミュニケー

ションです。コミュニケーションというの

は、みんなで意思を伝え合う。これは地震

なんかの問題もあるんですね。専門家と市

民のコミュニケーションができていないの

で、本当に地震が来るのかどうか、地震と

いうのはどんなものかというのは、なかな

か一般の人はよくわからない。わからない

ままにいくということはよくないわけで、

そこをどうやってコミュニケーション、一

緒に考えるような仕組みを、これははやり

の言葉で言うと情報共有とか情報公開とい

う話です。そういうシステムがないとうま

くいかない。

　それから２つ目がコーディネーションと

いう言葉です。ボランティア・コーディネー

ターという言葉は盛んに使われる。コー

ディネーターというのは、紫色のセーター

にピンクのズボンをはく。紫とピンクが

コーディネートされて、それ以上の効果

をあらわす。これはお互いを尊重し合うと

いうこと。お互いを尊重し合って、お互い

のいいところを認め合って、いいところを

出し合ってうまくつながっていくというの

がコーディネーションという。そういう関
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係がこういうまちづくりでは必要でありま

す。

　３番目がコオペレーション。コオペレー

ションというのはコープの、生協のコープ

ですね。一緒に運営をする、一緒に意見を

出し合って運営をしていく。運営というの

は、みんなで運営をして意思決定をしてい

くというのを、コオペレーションというん

ですね。

　それから４番目がコラボレーションで、

一緒に汗を流す。これは協働、一緒に働く。

おれは口を出す人、おまえは働く人という

のはよくなくて、みんなで汗を流す。

　そういう４つのことをしっかりやったと

きに初めて、まちづくりで、例えば行政と

市民の連携とか、市民と市民の連携とかと

いうことができ上がっていく。そして市民

がやっぱり下からのというか、つくり酒屋

をつくっていくときに、やっぱり周りの人、

他の人たちの考え方をきちっと尊重して、

これは口では簡単に言えるわけですけれど

も、そういう一つの新しいつながりのシス

テムというか、市民参画のシステムという

ものをしっかりつくり上げていかないとい

けないというふうに思っています。

　阪神大震災で私が私個人として学んだこ

とは、この４つのことなんですね。人と人

とのつながりとか、自然とのつながりとか、

文化というのを大切にしないといけないと

か、それから、少し地域の内発的な力、地

域社会の力を強くしないといけない。そう

しないと、次の大規模な地震には戦えない

というふうに思ったわけです。そのために、

やはりいい社会をつくるために努力をする

というのが、とどのつまり、震災体験を活

かしたまちづくりではないだろうかという

ふうに思っております。

　ちょっと舌足らずのところだとか、おわ

かりにくいところがあったかもしれません

けれども、阪神大震災の経験というのは、

きっと鳥取西部地震を体験した人には御理

解いただけるものと思って、お話をいたし

ました。もしおわかりにならなかったらと

したら、私の講演能力がないということで

ございます。御清聴どうもありがとうござ

いました。（拍手）
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 鳥取県溝口町立溝口小学校児童

         山中志織、砂原伶香、篠田龍太朗、深田 遥、入澤有加、矢田貝南子　

　　　高橋紗織、神村 大、権代恵梨香、川上博子、神村 海、入澤聴斗、篠田詩織

                                                                 　　 （敬称略）　　

　おにっ子太鼓は、溝口町鬼面太鼓振興会の子ども連として、平成１３年に小学生の

有志により結成されました。

　現在は、小学２年生から５年生までの総勢１３名が、鬼面太鼓振興会会員の指導の

もと、夢フェスタとっとりの「わらべ際」での演奏を目標に一生懸命練習にがんばっ

ています。 

　演奏曲目は、「おにっ子太鼓」です。この曲は、「あそび」「おにっこ」「おまつり」 

の３楽章からなり、いずれも元気のいいオハヤシ調の楽しい曲です。

おにっ子太鼓演奏
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